














竜爪山 ( 玄武 ) へ 富士山へ
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計画対象範囲

























































図 6フォトモンタージュ（静岡駅北口 PHASE2） 


























図 2 城址公園を持つ都市比較と整備ベクトル図 図 4静岡駅北口及び駅前再開発地詳細配置図
図 5江川町交
図 6フォトモンタージュ（静岡駅北口 PHASE2）
図 7模型 S=1/500（1200mm×2400m
図 3 都市構造概念図
5.4 静岡駅北口及び駅前再開発地詳細
　静岡駅北口及び駅前再開発地は、県都の玄
関口として、緑によって迎えることができる
駅前広場と山のような建築を提案する（図 4）。
5.5 江川町交差点詳細
　駅から正面に見える江川町交差点は、桜の
森とし、江川町交差点から復元が求められて
いる駿府城天守が見える視点場を整備する。
さらに江川町交差点をお堀の親水空間として
舟巡りができるよう施設の提案を行う (図 5)。
5.6 都市イメージの作成
　提案の都市イメージとして、PHASE1、
PHASE2 のフォトモンタージュ及び模型を作
成した（図 6・7）。
5. 提案
5.1 基本方針
　駿府城公園と主要駅との近接性を活かし、
整備ベクトルを定める (図 2)。
　具体的には駿府城公園および静岡駅北口を
緑化推進 ZONE と位置付け、公園的面積を拡
大することで近接性を強調する（図 3）。
さらに、「通り」と「辻」へ植栽や視点場を整
備することで散在する環境資源を繋げていく。
特に御幸通りを中心とし、静岡駅北口及び再
開発地、江川町・中町交差点を重視する。また、
本計画は、短期、中・長期と段階的に進めて
いくものとする。
5.2 詳細提案方針
　基本方針に基づき、まちの操作を以下の通
りとする。①車優先の都市から人が優先される
都市へと地下道や車道等を改修する。②江川町
交差点を飛び地再開発地と位置付け、天守へ
の眺望を確保しつつ広場・親水空間として整
備する。③屋外広告物等を規制し、景観整理を
行う。
5.3 御幸通り詳細
　御幸通りは、歩く質を高める視覚的な安定
や余裕を感じられる空間とする。まず屋外広告、
アーケード等を撤去・整理、車道減少による
歩道拡張、植栽枡と植栽によって余裕を感じ
る空間を創出する。
